
 

FDニュースレター 

  2021年度１号（NO.10） 

 2021年度活動計画 
 

ＦＤ講演会（※組織的なＦＤとするために、各種委員会と協働して開催） 

☆大学教育学会 大会（6月）及び課題研究集会（11月）への参加者募集を今年度も行うことと
し、報告会も、例年通り行う予定です。それぞれの案内が届きましたら、参加者を募集します。 

 

各種会議等におけるFD活動の報告 

☆現在、教員間で実施される、教育改革に関するプロジェクト・基礎ゼミ・語学会議・学科会
議等のＦＤ活動について支援を行うとともに、実施後には提出された報告書を取りまとめま
す。 

 

公開授業 

☆昨年に引き続き、公開授業を実施する予定です。 

 同じ科目等を担当する教員間で、授業参観のあと、授業運営手法や評価方法の擦り合わせな
どを実施します。 

 

学生による授業アンケート（Web形式） 

☆今年度も各セメスターの期末頃に実施予定です。 

 学生による授業アンケートの科目毎の選択質問項目の集計結果（詳細）は、『学生による授
業アンケート結果』（冊子）として、図書館で閲覧することができます。 

 

Oxford EMI Course 

☆本学教員が参加予定です。 

 イギリス・オックスフォード大学が提供する英語による教授法の向上を目指すプログラムで
す。様々なレベルの学生のための授業の組み立て方、理解を深める教授技法など、EMIの理論
と実践を学ぶプログラムです。 

 

教育改革に関するプロジェクト 

 ☆現在3件のプロジェクトが進行中です。 

 AWSを利用した教育環境整備、マニュアル作成及び集中講座の実施 

 Raspberry Piを用いた実践的情報・IoT教育実施環境の整備と実施 

 統計教育に関する統一教材の作成 

 

 

ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）とは、教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的
な取組の総称で、本学では、授業アンケート、FD講演会など、各種ＦＤ活動を中心に実施しています。 
 

今回は、202１年度活動計画等についてお届けします。 
 
 
『FDニュースレター』は、年次報告として、FDに関する情報を取り纏め、情報を共有することにより、それぞれの活動を組
織的な活動へと発展させるための一助として発行しています。 



【執筆責任】 自己点検・評価実施委員会                2021年7月31日発行 

【お問い合わせ先】 二松学舎大学 大学改革推進課 TEL: (03)3261-1285 
                         FAX: (03)3261-7413 

E-mail: gakumu@nishogakusha-u.ac.jp  

 学生による授業アンケートに対する担当教員のコメント 
 
学生による授業アンケート結果の組織的活用の一環として、授業担当教員からアンケートを踏まえた自
己省察に資するコメントシートの提出をお願いしています。 
授業における様々な工夫や、学生の理解度向上のための努力など、授業改善へ向けた具体的な方法が示
されているコメントシートの一部をご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課題提出の際に「レポートの書き方」、「ネット情報の使い方」、「コピペにならない引用の仕方」
のプリントを配布してレポートの書き方を説明する時間を設けた。その結果、従来みられた感想文の
ような課題レポートは激減した。 

 全学教員協議会開催報告 
 

2021年5月29日（土） 全学教員協議会が開催されました 

（Webexを利用したオンラインと会場での対面開催） 
 

当日は、教員62名・事務職員10名が参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【FD講演会を終えて】 
 

基調講演では、大学が目指すべき方向性について、江藤学長のビジョンを共有する良い機会となりました。 
FD講演では、AWSを利用した学生のIT学習の手法に関する情報共有を行いました。今井先生に本学の学生
が高レベルの学習を行えるIT学習環境を説明していただきました。 
FD報告会ではよりよい教育環境を整えるための事例説明がありました。 

 

 
基調講演 「経過・課題・展望 二松学舎大学、次の展開」 
      二松学舎大学 学長 江藤 茂博 
 
FD講演  「教育、研究基盤としてのクラウドサービス-AWSを例として-」  
      国際政治経済学部 専任講師 今井 悠人 
 
FD報告会 「ハラスメント防止について」 
                  文学部 教授 改田 明子 （本学ハラスメント防止委員長） 
 
      「授業アンケートの分析結果」 IR推進室 
      「科研費の応募慫慂」     大学改革推進課  

講義の復習用にLiveCampusの小テスト機能で課題を出しました。学生から毎講義後に復習する習慣
が身についてよかったというアンケート回答がみられました。 

今期は対面とオンラインの併用授業となった。チャット機能により双方向の授業展開が可能となった
が、学生同士の対話や議論の機会をどう設けるかが課題となった。基礎ゼミのFDで説明のあった、ブ
レークアウトセッションの機能を使うなど、他の先生の工夫を試してみたい。 

iPadを利用して、授業資料に書き込みを行いながら解説した点が好評でした。チャットで質問を受け
付けたため、積極的な学生は通常授業よりもインタラクティブな授業となったようです。 


